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圧は，対照群で平均 500士 20 gjcm2 ， 奏者群で:平均 510士 20 gjcm2 であり，下層最大垂直圧は，対






以上本研究で行なった口唐形態分析より ， 1~r楽器吹奏者は口唇の筋訓練 lとより， 円居筋の Active
Hypertrophy のあることがうかがえた， しかるに， ri屑圧測定値より， []唇の筋訓練が強力に行な
われていると思われるこれら管楽器吹奏者で口唐最大垂直圧が対照群と大差のなかったことから，前



















1 )上唇最大垂直圧は 510士 20 gjcm2 





要するに管楽器吹奏者は口輪筋訓練により口唇筋の Active Hypertrophy がある。しかし口唇圧で
対照と大差がない。乙の実験事実は，管楽器吹奏者は長期の訓練によりあまり力を用いないで能率的
に，長時間の吹奏ができるよう口唇筋活動に生理的適応現象が生じていることを示すものである。
以上この論文は口唐に対する筋訓練および口暦の形態・機能と切誌|校合関係などの椋相を明らかに
し，歯科矯E治療で用いられている筋訓練の生理的意義を明らかにしたものであゥて，歯学に貢献す
るところ大であり，歯学博士の学伎を受けるに充分の資格あるものと認める。
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